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1. 緒言 

金属－空気電池は大気中の酸素を正極活物質として用い、高いエネルギー密度を有する。金属－

空気電池を二次電池として使用するためには、空気極上で放電 （酸素還元）と充電（酸素発生）

を行う二元機能酸素電極触媒が必要となる。そこで本研究では V2O5を主成分とする導電性バナジ

ン酸塩ガラス[1] を用いて、貴金属や希土類元素フリーの空気極触媒材料を開発した。 

 

2. 実験 

計算量の BaCO3，MnO2，NiO，V2O5を精秤し、混合後、

電気炉中 1100 oC で 2 時間溶融し、これを急冷すること

に よ り 均 質 な 導 電 性 バ ナ ジ ン 酸 塩 ガ ラ ス

20BaO⋅5MnO2⋅5NiO⋅70V2O5 を作成した。ガラス骨格の

構造的な歪みを任意に制御するために 450 oC で熱処理

した。この導電性ガラスを用いた空気極、対極の Pt メ

ッシュ、8 mol/L KOH の電解液を用いて電気化学セル

とし、空気極の酸素還元・酸素発生性能を評価した。 

 

3. 結果および考察 

Fig. 1 に 20BaO･5MnO2･5NiO･70V2O5 ガラス空気極を

用いた系の酸素還元・酸素発生の評価結果を示す。こ

の図から分かるように、熱処理時間 30 min の系が最も電気特性が高く、従来報告されてきた希土

類元素を含有する酸化物触媒 (LaNiO3 など[2]) に匹敵する優れた結果が得られた。バナジン酸塩

ガラスは「適度な熱処理によりガラス骨格の歪みを任意に制御することが可能[1]」という特徴を

有するため、空気極において優れた触媒機能が発現すると結論される。 
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5MnO2·5NiO·70V2O5 catalyst. Time 

refers to the duration of annealing. 
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